
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 宮崎県立看護大学 

設置者名 公立大学法人宮崎県立看護大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

看護学部 

看護学科 
夜 ・

通信 

 

2 

100 102 13  

 
夜 ・

通信 
    

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
看護大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/lessons/）に掲載し、公表

している。 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/lessons/


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 宮崎県立看護大学 

設置者名 公立大学法人宮崎県立看護大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/法人情報）に法人役

員名簿を掲載している。 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 前宮崎県副知事 ４年 
法人運営に関する

こと 

非常勤 
宮崎県商工会議所連合

会会頭 
４年 

法人運営に関する

こと 

（備考） 

 

  

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/%E6%B3%95%E4%BA%BA%E6%83%85%E5%A0%B1


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 宮崎県立看護大学 

設置者名 公立大学法人宮崎県立看護大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

シラバス作成は、毎年 11月頃、教務委員会で「シラバスの作成の手引き」を定

め、11月から 3月中旬にかけて作成し、３月下旬を目処に公表している。 

シラバス作成の手引きには、シラバスの項目毎に記載すべき内容等について、

まとめており、学生の視点を重視した具体性のあるシラバス作成に取組んでいる。 

また、以下のホームページで学内・学外の誰でも閲覧できるようにしており、

新入生については、1 年次に開講する科目分のシラバスを印刷し、教務ガイダン

スの際に配布している。 

授業計画書の公表方法 

看護大学ホームページ

（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/lessons/） 

に掲載し、公表している。 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

単位認定にあたっては、シラバスに記載(または授業時に配布)している到達目

標、評価方法をもとに適切に行っている。 

評価方法については、取組み姿勢、試験、レポート、課題、成果物、プレゼンテ

ーション(発表)、実技などから総合的に判断し、到達目標に達した場合、所定の

単位を与えることとしている。 

なお、学生が授業の３分の１以上を欠席した場合、試験を受けられないことと

しており、全学的に教員・学生ともに徹底している。 

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/lessons/


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 
H28 年度入学生までは A(80 点以上)B(70 点以上 80 点未満)C(60 点以上 70 点未

満)D(60点未満)、H29年度入学生から S(90 点以上)A(80点以上 90点未満)B(70点

以上 80点未満) C(60 点以上 70点未満)D(60点未満)と評価し、いずれも Dは不合

格としている。 

また、昨年度 GPAに関する規程を整備し、本年度から運用を始めている。GPA は、

全科目を対象とし、GPに単位数を乗じたものの総和を評価を受けた科目の単位数

の総和で除し算出している。 

通算 GPA、年度 GPA、前期・後期 GPAの四分位数(25％、50％、75％)を表にして

学生及び保護者に公表するとともに、分布図を作成し、教務委員会で共有し、下

位 4分の 1相当の学生には、適切な学修指導を行うこととしている。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

看護大学ホームページ

（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/） 

に掲載し、公表している。 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

教育目標に対応させて、看護職をめざす卒業生として卒業時に身につけている

ことを望む姿としてディプロマポリシーを公表している。 

 卒業の認定にあたっては、教務委員会で協議後、教授会の議を得て学長が認定

を行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

看護大学ホームページ

(http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/diplomapolicy/）

に掲載し、公表している。 

 

  

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/6-%e5%ad%a6%e4%bf%ae%e3%81%ae%e8%a9%95%e4%be%a1%e3%80%81%e5%8d%92%e6%a5%ad%e8%aa%8d%e5%ae%9a%e5%9f%ba%e6%ba%96%e3%81%aa%e3%81%a9/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/diplomapolicy/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 宮崎県立看護大学 

設置者名 公立大学法人宮崎県立看護大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
看護大学ホームページ

(http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-

rangetarget/)に掲載し公表している。 

収支計算書又は損益計算書 
看護大学ホームページ

(http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-

rangetarget/)に掲載し公表している。 

財産目録 
 

 

事業報告書 
看護大学ホームページ

(http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-

rangetarget/)に掲載し公表している。 

監事による監査報告（書） 
看護大学ホームページ

(http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-

rangetarget/)に掲載し公表している。 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：看護大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/）に

載し公表している。 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：看護大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/ 

authentication/）に掲載し公表している。 

  

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-rangetarget/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-rangetarget/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-rangetarget/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-rangetarget/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-rangetarget/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-rangetarget/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-rangetarget/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/mid-rangetarget/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/%e8%87%aa%e5%b7%b1%e7%82%b9%e6%a4%9c%e3%83%bb%e8%a9%95%e4%be%a1%e5%a0%b1%e5%91%8a%e6%9b%b8%ef%bc%88%e5%b9%b3%e6%88%9024%e5%b9%b4%e5%ba%a6%ef%bd%9e25%e5%b9%b4%e5%ba%a6%ef%bc%89/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/%20authentication/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/%20authentication/


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 看護学部看護学科 

教育研究上の目的（公表方法） 

看護大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide 

/educationalideal/）に掲載し公表している。 

（概要） 

生命の尊厳を基盤とした豊かな人間性を育成し、かつ深く高度な専門知識・技術

を修得させることにより、看護の果たすべき役割を追究し、社会の幅広い分野にお

いて、人々の健康と福祉の向上に貢献できる人材を育成するとともに、看護学及び

関連する学問領域の発展に寄与する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法） 

看護大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/diplomapolicy/）に掲

載し、公表している。 

（概要） 

教育目標に対応させて、卒業時に以下の点について身につけていることを望

む。 

１．人間に対する深い理解と倫理観を身につけ、人々の喜びや悲しみ、痛みや苦

しみを分かちあえる豊かな感性と自己のもてる力を差し出せる温かい心を身

につけている。 

２．人間を取り巻く自然、社会、文化関係を総合的な視野から思考し、社会情勢

の変化や科学技術の発達に主体的・創造的に対応する基礎的能力を身につけ

ている。 

３．さまざまな健康状態の人々と関わることのできる専門知識・技術を修得し、

個別な看護ニーズを見いだし、科学的根拠に基づいた実践ができる基礎的能

力を身につけている。 

４．自己の専門職に対する誇りと責任感をもち、看護の果たすべき役割を追究

し、保健・医療・福祉等関連領域の人々と専門職者として協働できる力を身

につけている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法） 

看護大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/curriculumpolicy/） 

に掲載し、公表している。              ） 

（概要） 

すべての人々への健康の学習と実践を願ったナイチンゲール看護論を基盤と

し、生命の尊さを知り、患者の生命力を高め、心に働きかけ、患者のセルフケ

ア・セルフコントロールを手助けできる看護職者の育成をめざし、科学的なもの

の見方・考え方を育てながら、体験を通して看護学の概念と実践的能力を身につ

けることができるように、編成している。 

1. 人間についての総合的理解を深め、自己の人間性を豊かにする幅広い教養と状

況に対応できる判断力を養うため、人間を育む自然、社会、文化的環境につい

て学習する＜普遍分野＞を配置している。 

2. 看護の対象である人間の身体・精神・社会関係をより詳しく見つめ、内部構造

への理解を深める＜専門基礎分野＞を配置している。 

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide%20/educationalideal/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide%20/educationalideal/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/diplomapolicy/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/curriculumpolicy/


  

3. 看護の対象を、地域社会の中のある家族の一員として個別なライフスタイルを送る

人間として捉え、看護の専門性を地域健康ネットワークの中に位置づけて理解する

＜専門分野＞を配置している。 
4. これらを積み上げていく教育課程を縦に貫いて、学習の節目ごとに直接人々と

接する体験実習等を通して看護者としての自らの成長を自己評価し、発展させ

ていくための＜体験・統合科目＞を配置している。 

5. 到達目標に照らして自己評価しながら学習する双方向授業を基本として、学生

参加型の少人数グループワークや視聴覚教材・メディアを活用した授業、専門

科目では＜自己学習-グループ学習-個別指導-自己評価＞システムを取り入

れ、科目間・分野間の連携をはかりながら学生の主体的な学習を促し、きめ細

やかな個別指導を行う。さらに、学生が国際的視野を身につけるため、異文化

理解へ向けた教育を行い、海外研修の機会も提供している。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法） 

看護大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/admission-policy/） 

に掲載し、公表している。              ） 

 （概要） 
 教育理念・目的にもとづき、次のような資質を持った学生を求めている。 

 １．健康と生活に関心を持ち、自立した日常生活力を身につけようとしている人 

２．他者の言葉に耳を傾け、自分の言葉で自分の思いや考えを論理的に表現でき

る人 

３．まわりの人に感謝し、自分を信じ人を信じ、みんなで伸びていこうとする人 

４．未知への好奇心と新しいことを受け入れて変化できる柔軟性をもつ人 

５．大学で学ぶために必要な基礎学力を有し、主体的に学ぶ姿勢をもつ人 
 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法： 

看護大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/2） 

に掲載し、公表している。 

 

  

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/admission-policy/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/2


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ １人 － 人 

看護学部看護学科 － １４人 １１人 ９人 １１人 １０人 ５５人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

１人 人 １人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：看護大学ホームページ

（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/teacher/）に掲載し公表してい

る。 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

・質の高い教育・研究を進めるため、将来構想・自己点検評価委員会の専門部会である

ＦＤ・ＳＤ専門部会が中核となって研修を企画し、職員の能力開発を積極的に支援し

ている。 
 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

看護学部 

看護学科 100人 103人 103％ 400人 414人 103.5％ 0人 0人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 100人 103人 103％ 400人 414人 103.5％ 0人 0人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

看護学部 

看護学科 

109人 

（100％） 

11人 

（ 10.1 ％） 

96人 

（  88.1 ％） 

2人 

（ 1.8 ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
109人 

（100％） 

11人 

（  10.1％） 

96人 

（  88.1％） 

2人 

（  1.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/teacher/


  

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 授業の方法及び内容並びに授業の計画はシラバスに記載している。 

 シラバスは、毎年 11 月頃、教務委員会で「シラバスの作成の手引き」を定め、11

月から 3月中旬にかけて作成し、3月下旬を目途に公表している。 

 シラバス作成の手引きには、シラバスの項目毎に記載すべき内容等についてまとめ

ており、学生の視点を重視した具体性のあるシラバス作成に取り組んでいる。 

 また、以下のホームページで学内・学外の誰でも閲覧できるようにしており、新入

生については、1年次に開講する科目分のシラバスを印刷し、教務ガイダンスの際に

配布している。 

＜シラバス＞ 

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/lessons/ 

＜授業に関すること＞ 

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/ 
 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 評価については、取組み姿勢、試験、レポート、課題、成果物、プレゼンテーショ

ン（発表）、実技などから総合的に判断し、到達目標に達した場合、所定の単位を与

えることとしている。 

H28 年度入学生までは A(80 点以上)B(70 点以上 80 点未満)C(60 点以上 70 点未

満)D(60 点未満)、H29 年度入学生から S(90 点以上)A(80 点以上 90 点未満)B(70 点以

上 80 点未満) C(60 点以上 70 点未満)D(60 点未満)と評価し、いずれも D は不合格と

している。 

 卒業の認定にあたっては、ディプロマポリシーを公表しており、教務委員会で協議

後、教授会の議を得て学長が認定を行っている。 

 

＜学修の評価、卒業認定基準など＞ 

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/ 

＜ディプロマポリシー＞ 
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/diplomapolicy/ 

 

 

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/lessons/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/%e7%9c%8b%e8%ad%b7%e5%ad%a6%e9%83%a8%e6%8e%88%e6%a5%ad%e4%b8%80%e8%a6%a7/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/%e7%9c%8b%e8%ad%b7%e5%ad%a6%e9%83%a8%e6%8e%88%e6%a5%ad%e4%b8%80%e8%a6%a7/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/6-%e5%ad%a6%e4%bf%ae%e3%81%ae%e8%a9%95%e4%be%a1%e3%80%81%e5%8d%92%e6%a5%ad%e8%aa%8d%e5%ae%9a%e5%9f%ba%e6%ba%96%e3%81%aa%e3%81%a9/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/nursing/diplomapolicy/


  

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

看護学部 
看護学科 129単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法： 

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/ 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/ 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：看護大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-

guide/campusmap/）に掲載し、公表している。 

 

  

http://www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/http:/www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/6-%e5%ad%a6%e4%bf%ae%e3%81%ae%e8%a9%95%e4%be%a1%e3%80%81%e5%8d%92%e6%a5%ad%e8%aa%8d%e5%ae%9a%e5%9f%ba%e6%ba%96%e3%81%aa%e3%81%a9/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/http:/www.mpu.ac.jp/mpnu/educationalinfo/6-%e5%ad%a6%e4%bf%ae%e3%81%ae%e8%a9%95%e4%be%a1%e3%80%81%e5%8d%92%e6%a5%ad%e8%aa%8d%e5%ae%9a%e5%9f%ba%e6%ba%96%e3%81%aa%e3%81%a9/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/campusmap/
http://www.mpu.ac.jp/mpnu/univ-guide/campusmap/


  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

看護学部 
看護学科 535,800円 

県内 232,000円 

県外 332,000円 

 

65,370円 

その他は入学時に徴収 

・後援会費 60,000円 

・学生教育研究災害傷害保険・

賠償責任保険料 5,370円 

 円 円 円  

 
 円 円 円  

 円 円 円  

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

・各学年 5名の学年顧問を中心として、学習相談や助言等を行っている。 

教員は、学生からの要請があれば随時対応する姿勢で、研究室をオープンにして

いる。 

・学生の自主的な学習を促進するため、目的に応じて臨床看護実習室、情報処理

室、LL(Language Laboratory)教室、図書館講義室、共同研究室、多目的ホール等

を使うことができるよう学修環境を整備している。 

・国家試験対策について、就職対策委員会、卒業研究指導教員及び４年次学年顧

問等が連携した学生支援体制を整備している。 

・模擬試験の設問内容ごとの正答率対比表を学内で共有し、本学学生の苦手とす 

る教科等を踏まえた指導や模擬試験の結果を学内で共有し、成績低迷者に対し 

て、学習状況の確認と助言を行っている。  

・小論文の添削や模擬面接などの支援を行っている。 
 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

・学生からの相談に応じる就職相談員が常駐し、就職・進路に関して情報提供や個別

相談を受け付けている。職種や条件、勤務地などの就職情報提供や応募書類の書き

方、面接の受け方などの相談について個々の学生に応じたきめ細やかなサポートを

行っている。 

・学部の就職対策委員会の教職員と就職相談員が連携して、学生１人ひとりが自身の

能力を生かして希望する領域の看護専門職として活躍できるように支援している。 
 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

・学生の学修や健康管理、生活に関する相談や指導体制の充実・強化を図るため、精

神的な悩みに対応するための外部カウンセラーを導入している。 

・保健室を設置し、看護師(非常勤)1 名を配置し急な発病や事故などに対処するため

に救急処置に必要な薬品などを常備し、病気になった時や怪我などの応急処置、相

談、健康指導等を行っている。 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：看護大学ホームページ（http://www.mpu.ac.jp/）に掲載し公表している。 

 

http://www.mpu.ac.jp/

